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箱
根
駅
伝
は
テ
レ
ビ
の
高
視
聴
率
に
よ
り
、
紅
白
歌
合

戦
と
並
ぶ
、
年
末
年
始
の
国
民
的
行
事
に
な
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
二
〇
二
一
年
箱
根
駅
伝
の
テ
レ
ビ

視
聴
率
は
過
去
最
高
（
二
〇
二
二
年
以
前
、
以
下
同
じ
）

で
、
平
均
三
二
％
台
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
二
〇
二
一
年
末

の
紅
白
歌
合
戦
の
テ
レ
ビ
視
聴
率
は
三
四
・
三
％
で
あ
っ

た
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
水
準
で
あ
る⑴

。
ま
た
、
箱
根
駅
伝
の

放
映
が
一
月
二
～
三
日
と
二
日
間
で
、
延
べ
一
一
時
間
以

上
に
渡
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
延
べ
視
聴
者
数
は
紅
白
歌

合
戦
を
上
回
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
箱
根
駅
伝
が
人
気
化
し
た
背
景
に
は
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
・
ブ
ー
ム
の
ほ
か
、
大
学
を
基
盤
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
国
民
が
出
身
大
学
へ
の
母
校
愛
を

感
じ
る
こ
と
等
も
あ
る
が
、「
襷
を
繋
ぐ
」、「
涙
の
復

活
」
と
い
っ
た
表
現
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
精

神
構
造
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
駅
伝
は
タ
イ
ム
が
速
け
れ
ば
勝
ち
と
い
う
単
純
な

ル
ー
ル
で
あ
り
、
老
若
男
女
問
わ
ず
わ
か
り
や
す
い
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
の
オ
フ
サ
イ
ド
な
ど
は
素
人

に
は
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。

　

一
方
、
箱
根
駅
伝
は
ス
ポ
ー
ツ
関
連
企
業
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て
、
近
年
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

箱
根
駅
伝
と
企
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大
学
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少
子
化
時
代
を
迎
え
た
大
学
に
と
っ
て
も
、
入
試
広
報
で

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
箱
根
駅
伝

を
、
関
連
す
る
企
業
や
大
学
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
み
た

い
。一�

、
高
速
化
す
る
箱
根
駅
伝
と

シ
ュ
ー
ズ
・
メ
ー
カ
ー

　

表
１
は
二
〇
一
〇
年
以
降
二
〇
二
二
年
ま
で
の
、
優
勝

校
と
そ
の
タ
イ
ム
、
優
勝
回
数
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
以

降
で
最
速
（
総
合
最
高
記
録
）
は
、
二
〇
二
二
年
の
青
山

学
院
大
に
よ
る
一
〇
時
間
四
三
分
四
二
秒
で
あ
る
。
他

方
、
最
も
遅
い
優
勝
タ
イ
ム
は
、
二
〇
一
三
年
の
日
本
体

育
大
に
よ
る
一
一
時
間
一
三
分
二
六
秒
、
あ
る
い
は
二
〇

〇
一
年
の
順
天
堂
大
学
に
よ
る
一
一
時
間
一
四
分
五
秒
で

あ
る
。
優
勝
タ
イ
ム
の
差
が
約
三
〇
分
も
あ
り
、
九
年
間

で
超
高
速
化
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
の
日
体
大
は
、
二

表１　最近の箱根駅伝優勝校

回 年 総合優勝 優勝回数 記録 往路優勝 復路優勝
86 2010 東洋大 2 11.10.03 東洋大 駒澤大
87 2011 早稲田大 13 10.59.51 東洋大 早稲田大
88 2012 東洋大 3 10.51.36 東洋大 東洋大
89 2013 日体大 10 11.13.26 日体大 駒澤大
90 2014 東洋大 4 10.52.51 東洋大 東洋大
91 2015 青学大 1 10.49.27 青学大 青学大
92 2016 青学大 2 10.53.25 青学大 青学大
93 2017 青学大 3 11.04.10 青学大 青学大
94 2018 青学大 4 10.57.39 東洋大 青学大
95 2019 東海大 1 10.52.09 東洋大 青学大
96 2020 青学大 5 10.45.23 青学大 東海大
97 2021 駒澤大 7 10.56.04 創価大 青学大
98 2022 青学大 6 10.43.42 青学大 青学大

〔出所〕　『陸上競技マガジン』各号等から作成。
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〇
二
二
年
な
ら
繰
上
げ
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
タ
イ
ム
に
天
候
や
風
、
気
温
が
影
響
す

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
表
１
を
見
て
、
駒
澤
や
青
山
と
い
っ
た
近
年
の
強

豪
校
は
、
比
較
的
新
興
勢
力
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。
青

山
は
二
〇
一
五
年
に
初
優
勝
し
、
二
〇
一
八
年
ま
で
四
連

覇
を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
最
多
の
優
勝
回
数
は
中
大
の
一

四
回
（
一
九
九
六
年
）、
次
い
で
早
稲
田
の
一
三
回
（
二

〇
一
一
年
）、
順
天
堂
の
一
一
回
（
二
〇
〇
七
年
）
で
あ

る
。
早
稲
田
や
中
大
の
よ
う
な
伝
統
校
が
近
年
に
お
い
て

優
勝
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
背
景
に
は
、
入
試
制
度
も
関

係
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
二
〇
二
二
年
ま
で
で
、
駒
澤

の
優
勝
回
数
は
七
回
、
青
山
は
六
回
で
あ
り
、
両
校
は
近

年
に
お
い
て
強
豪
校
と
な
っ
て
き
た
。

　

箱
根
駅
伝
は
、
現
在
、
往
路
が
一
〇
七
・
五
キ
ロ
、
復

路
が
一
〇
九
・
六
キ
ロ
、
合
計
二
一
七
・
一
キ
ロ
で
あ

る
。
一
〇
時
間
四
三
分
（
二
〇
二
二
年
青
山
）
は
六
四
三

分
で
あ
り
、
平
均
し
て
一
キ
ロ
を
三
分
以
内
（
二
分
五
七

秒
）
で
走
っ
て
い
る
。
箱
根
山
中
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
も
あ

る
の
で
、
す
ご
い
速
度
で
走
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
高
速
化
の
要
因
は
何
か
？
結
論
か
ら
言
え
ば
、

靴
（
厚
底
）
の
改
良
、
栄
養
・
睡
眠
等
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
進
歩
、
練
習
の
Ｉ
Ｔ
化
、
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
契
約

と
テ
レ
ビ
視
聴
率
、
大
学
の
支
援
強
化
な
ど
が
複
合
的
に

寄
与
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
要
因
に

つ
い
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
近
年
に
お
け
る
箱
根
駅
伝
高
速
化
の
要
因
と
し

て
、
関
係
者
は
ナ
イ
キ
厚
底
靴
の
影
響
と
口
を
そ
ろ
え

る
。
ナ
イ
キ
の
厚
底
靴
と
は
、
米
ナ
イ
キ
社
が
二
〇
一
七

年
に
発
売
し
た
も
の
で
、
底
が
厚
く
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性

（
反
発
力
）
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
厚
底
と
は
、

単
純
に
底
が
厚
い
だ
け
で
な
く
、
鉄
板
の
よ
う
な
金
属
物

質
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
金
属
物
質
が
あ
る
た
め
に
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ
り
、
反
発
力
は
強
ま
る
。
た
だ
し
、
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そ
れ
だ
け
足
へ
の
負
荷
が
か
か
る
の
で
、
怪
我
の
可
能
性

も
高
ま
る
。
近
年
、
強
豪
校
の
エ
ー
ス
級
選
手
が
、
怪
我

に
よ
り
走
れ
な
く
な
る
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
が
、
厚
底

靴
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

二
〇
一
七
年
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
出
場
選
手
の
う
ち
、

着
用
し
た
シ
ュ
ー
ズ
は
、
ア
シ
ッ
ク
ス
六
七
人
（
三
一
・

九
％
）
ミ
ズ
ノ
五
四
人
（
二
五
・
七
％
）、
ア
デ
ィ
ダ
ス

四
九
人
（
二
三
・
三
％
）、
ナ
イ
キ
三
六
人
（
一
七
・

一
％
）、
ニ
ュ
ー
バ
ラ
ン
ス
四
人
（
一
・
九
％
）
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
二
一
年
に
は
、
全
選
手
の
う
ち
、

ナ
イ
キ
厚
底
靴
着
用
率
は
九
五
・
七
％
（
二
一
〇
人
中
二

〇
一
人
）
に
達
し
た
。
た
だ
し
、
二
〇
二
二
年
に
は
、
ナ

イ
キ
厚
底
靴
着
用
率
は
七
三
・
三
％
（
二
一
〇
人
中
一
五

四
人
）
に
低
下
し
た⑵

。
ナ
イ
キ
厚
底
靴
に
よ
る
足
へ
の
負

担
等
が
懸
念
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ナ
イ
キ
と
ア
シ
ッ
ク
ス
の
企
業
比
較
を
す
る
と
、
ナ
イ

キ
は
ア
メ
リ
カ
の
巨
大
企
業
で
あ
り
、
売
上
高
約
五
兆
円

で
あ
る
。
他
方
、
日
本
の
ア
シ
ッ
ク
ス
は
約
四
〇
〇
〇
億

円
で
あ
り
、
売
上
高
で
一
〇
倍
以
上
の
差
が
あ
る
。
ま
た

棚
卸
資
産
回
転
日
数
は
、
ア
シ
ッ
ク
ス
の
一
五
五
日
に
対

し
、
ナ
イ
キ
は
九
八
日
と
短
く
、
在
庫
の
保
管
コ
ス
ト
も

抑
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
営
業
利
益
率
は
ア
シ
ッ
ク
ス

の
三
・
七
％
に
対
し
、
ナ
イ
キ
で
は
一
五
・
五
％
と
高
い⑶

。

　

ナ
イ
キ
を
は
じ
め
と
し
て
、
シ
ュ
ー
ズ
・
メ
ー
カ
ー

は
、
強
豪
大
学
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
入
れ
る
ロ
ゴ
契
約
を

結
ん
で
い
る
。
箱
根
駅
伝
の
選
手
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
よ
く

見
る
と
、
小
さ
く
シ
ュ
ー
ズ
・
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ゴ
が
入
っ

て
お
り
、
活
動
へ
の
支
援
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
ロ
ゴ

入
り
解
禁
は
、
世
界
陸
連
・
日
本
陸
連
の
規
制
緩
和
が
大

き
い
。
シ
ュ
ー
ズ
・
メ
ー
カ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
箱
根
の
視

聴
率
な
ら
、
安
い
広
告
宣
伝
費
で
あ
る
。
他
方
、
野
球
の

場
合
、
学
生
野
球
憲
章
で
教
育
の
一
環
と
さ
れ
て
お
り
、

ロ
ゴ
は
も
ち
ろ
ん
、
靴
の
提
供
等
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
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二
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
ス
ポ
ー
ツ

　

金
融
や
証
券
と
い
っ
た
領
域
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ

に
お
い
て
も
急
速
に
練
習
環
境
等
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て

い
る
。
昨
年
一
二
月
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
カ
ッ
プ
・
ス
ペ
イ
ン

戦
に
お
け
る
、「
三
苫
の
一
ミ
リ
」
を
御
記
憶
の
方
も
多

い
で
あ
ろ
う
。
Ｖ
Ａ
Ｒ
（V

ideo�A
ssistant�Referee

）

に
よ
る
判
定
で
あ
る
が
、
公
式
ボ
ー
ル
に
は
、
セ
ン
サ
ー

チ
ッ
プ
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

で
ボ
ー
ル
が
ラ
イ
ン
に
残
っ
て
い
る
か
、
一
〇
〇
分
の
一

ミ
リ
単
位
で
判
断
可
能
に
な
っ
て
い
た
。

　

箱
根
駅
伝
に
出
場
す
る
選
手
た
ち
の
練
習
環
境
も
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
。
強
豪
大
学
は
病
院
で
選
手
の
血
液
検

査
（
貧
血
、
疲
労
度
を
計
測
す
る
）
を
日
常
化
し
て
お

り
、
選
手
た
ち
は
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
検
査
結
果
を
入
力

し
、
こ
れ
に
基
づ
き
練
習
や
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し

て
い
る
。
長
距
離
走
は
鉄
分
を
消
費
す
る
た
め
に
、
貧
血

に
な
り
や
す
く
、
鉄
分
な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
接
種
が
課
題
と
な

る
。
強
豪
校
で
は
、
管
理
栄
養
士
が
考
案
す
る
食
事
メ

ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
食
品
メ
ー
カ
ー
が
販

売
す
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
も
使
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
プ
ロ

テ
イ
ン
（
タ
ン
パ
ク
質
接
種
を
主
目
的
と
し
て
い
る
が
、

ミ
ネ
ラ
ル
が
総
合
的
に
配
分
）
も
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
明
治
、
日
清
、
大
正
製
薬
、
日
本
新
薬
と
い
っ
た
食

品
・
製
薬
メ
ー
カ
ー
が
参
入
し
て
い
る
。

　

練
習
自
体
も
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
お
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
心
拍
ウ

オ
ッ
チ
を
活
用
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、Garm

in

社
製
の
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
走
り
な
が
ら

心
拍
数
が
測
定
さ
れ
、
呼
吸
数
も
表
示
さ
れ
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
が
つ
い
て
い
る
た
め
、
走
行
し
た
距
離
と
時
間
か

ら
、
ペ
ー
ス
配
分
が
ナ
ビ
さ
れ
る
。
選
手
は
時
計
を
見
る

こ
と
で
、
ペ
ー
ス
配
分
が
可
能
で
あ
る
。
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ま
た
、
高
圧
高
酸
素
ル
ー
ム
や
、
低
圧
低
酸
素
ル
ー
ム

を
使
用
し
て
い
る
大
学
も
あ
る
。
高
圧
高
酸
素
ル
ー
ム
で

は
、
血
中
酸
素
を
上
げ
、
疲
労
回
復
を
は
か
る
こ
と
が
で

き
る
。
逆
に
、
低
圧
低
酸
素
ル
ー
ム
で
は
、
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
再
現
す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
選
手
が
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
経
験
す
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
る

が
、
低
圧
低
酸
素
状
態
を
作
る
こ
と
で
、
同
様
の
環
境
を

つ
く
っ
て
い
る
。
日
本
気
圧
バ
ル
ク
工
業
のO

2Room

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

三
、
大
学
の
支
援
と
入
試

　

箱
根
駅
伝
は
毎
年
一
月
二
～
三
日
に
開
催
さ
れ
、
受
験

生
が
願
書
を
提
出
す
る
時
期
と
重
な
る
た
め
、
多
く
の
大

学
が
入
試
広
報
と
し
て
も
重
視
し
て
い
る
。
確
か
に
、
二

日
間
に
わ
た
り
、
高
視
聴
率
の
な
か
で
、
大
学
名
が
連
呼

さ
れ
る
効
果
は
、
Ｃ
Ｍ
に
換
算
す
れ
ば
莫
大
な
金
額
に
な

ろ
う
。
こ
の
た
め
、
各
大
学
の
支
援
は
様
々
な
か
た
ち
で

強
化
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
監
督
・
コ
ー
チ
な
ど
指
導
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。

大
学
に
よ
っ
て
、
教
員
や
職
員
と
い
っ
た
雇
用
形
態
に
ち

が
い
が
あ
る
も
の
の
、
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
を
複
数
置
い
て

い
る
。
大
学
の
体
育
会
で
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
ケ
ー
ス

は
稀
で
あ
り
、
陸
上
の
ほ
か
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
程
度
で

あ
ろ
う
。
多
く
の
課
外
活
動
で
は
、
指
導
者
は
Ｏ
Ｂ
な
ど

が
手
弁
当
で
担
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。　

　

つ
い
で
、
寮
や
グ
ラ
ン
ド
等
施
設
の
完
備
で
あ
る
。
あ

る
大
学
で
は
、
駅
伝
部
専
用
寮
が
建
設
さ
れ
、
高
圧
高
酸

素
ル
ー
ム
に
加
え
、
低
圧
低
酸
素
ル
ー
ム
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
大
浴
場
に
は
三
つ
の
浴
槽
が
あ
り
、
水
風
呂
に
よ

り
ア
イ
シ
ン
グ
（
冷
却
化
）
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
は
必
須
で
あ
り
、
選
手
は
練

習
後
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
チ
ェ
ッ
ク
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
大
学
か
ら
の
支
援
は
か
な
り
手
厚
い

が
、
大
学
経
営
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
箱
根
で
勝
つ
と
入

試
志
願
者
は
増
え
る
か
、
が
問
題
で
あ
る
。
図
は
箱
根
駅

伝
に
出
場
し
て
い
る
主
要
大
学
の
受
験
者
数
推
移
で
あ

る
。
各
大
学
と
も
共
通
し
て
、
二
〇
一
九
年
ま
で
は
、
概

ね
増
加
傾
向
を
た
ど
っ
た
。
と
り
わ
け
東
洋
大
学
の
増
加

は
著
し
く
、
二
〇
一
四
年
に
は
六
万
人
台
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
九
年
に
は
一
二
万
人
台
と
、
ほ
ぼ
倍
増
し
た
。
表

で
見
た
よ
う
に
、
東
洋
大
は
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
四
年

に
総
合
優
勝
の
ほ
か
、
四
回
の
往
路
優
勝
を
遂
げ
て
お

り
、
大
学
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
が
志
願
者
増
に
つ
な
が
っ
た

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
加
え
て
、
同
大
学
で
は
、
学

部
新
設
、
ネ
ッ
ト
出
願
、
セ
ン
タ
ー
入
試
セ
ッ
ト
割
引
な

ど
が
寄
与
し
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
二
〇
二
〇
年
以

降
は
、
い
ず
れ
の
大
学
も
減
少
し
た
。
東
京
都
二
三
区
に

あ
る
私
立
大
学
の
入
学
者
数
は
、
地
方
振
興
策
の
関
係

で
、
抑
制
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
補
助
金
の
関
係
も
あ

図　箱根駅伝主要大学志願者数

〔出所〕�　旺文社「入試動向分析」（https://eic.obunsha.co.jp/analysis/）等から作成。
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り
、
合
格
者
数
を
減
ら
し
た
た
め
、
難
易
度
が
上
昇
し
、

受
験
生
か
ら
敬
遠
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
二
〇

二
一
年
の
箱
根
駅
伝
で
駒
澤
は
逆
転
優
勝
し
た
が
、
受
験

者
数
は
あ
ま
り
増
え
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
二
〇
二
二

年
に
優
勝
し
た
青
山
学
院
で
は
受
験
者
数
が
増
加
し
て
お

り
、
箱
根
効
果
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

図
で
取
り
上
げ
た
五
つ
の
大
学
で
は
す
べ
て
ス
ポ
ー
ツ

推
薦
入
試
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
高
校
駅
伝
な
ど
で
実
績

を
あ
げ
た
高
校
生
が
、
一
定
の
学
業
成
績
を
前
提
と
し

て
、
入
学
し
て
い
る
。
当
面
、
新
年
二
～
三
日
は
、
テ
レ

ビ
の
前
か
ら
動
け
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
注
）

⑴　

本
稿
は
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
〇
日
脱
稿
で
あ
り
、
二
〇
二
三
年

箱
根
駅
伝
に
は
言
及
で
き
な
い
。
視
聴
率
はhttps://hochi.new

s/
articles/

等
に
よ
る
。
な
お
、
二
〇
二
二
年
は
青
山
学
院
大
学
の
圧

倒
的
勝
利
と
な
り
、
テ
レ
ビ
視
聴
率
は
前
年
よ
り
低
下
し
た
。
二
〇

二
一
年
は
最
終
一
〇
区
で
駒
澤
大
学
が
創
価
大
学
を
逆
転
優
勝
し
た

た
め
、
視
聴
率
は
過
去
最
高
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。　
　
　
　

⑵　

酒
井
政
人
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
、https://president.

jp/articles/

等
に
よ
る
。

⑶　

日
本
経
済
新
聞
、
電
子
版
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
五
日
付

（
し
ろ
た
　
じ
ゅ
ん
・
駒
澤
大
学
経
済
学
部
教
授

当
研
究
所
客
員
研
究
員

）


